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高
年
齢
者
の「
生
き
が
い
」「
働
き
が
い
」を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
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契
約
額
は
二
年
連
続
で
増

　
平
成
三
十
年
度
定
時
社
員
総
会

を
、
五
月
二
十
八
日
（
月
）
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
海
津
市
海
津
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
二
百
十
六
名
（
委
任

状
を
含
む
）
の
方
の
出
席
で
し
た
。

　
来
賓
に
、
海
津
市
長
松
永
清
彦

様
、
海
津
市
議
会
議
長
飯
田
洋
様
、

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
浅
野

壽
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
菱
田
司
朗
氏
（
福
一

色
）
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に
入

り
、
提
案
の
四
議
案
の
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
海
津
警
察
署
生
活
安

全
課
の
上
田
輝
俊
係
長
さ
ん
に
よ

る
、
架
空
請
求
詐
欺
の
D
V
D
視

聴
と
、
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
　

審
議
事
項

　
第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
九
年

度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い

て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
九
年

度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て

　
第
三
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
第
四
号
議
案
　
理
事
長
に
対
す

る
権
限
委
任
に
つ
い
て

○
　

報
告
事
項

　
報
告
第
一
号
　
平
成
二
十
九
年

度
収
支
補
正
予
算
（
第
二
回

〜
第
五
回
）
に
つ
い
て

　
報
告
第
二
号
　
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
報
告
第
三
号
　
平
成
三
十
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て

　
報
告
第
四
号
　
平
成
三
十
年
度

収
支
補
正
予
算
（
第
一
回
）

に
つ
い
て

　
平
成
二
十
九
年
度
の
会
員
数
は

三
百
九
十
二
名
で
、
二
十
名
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
契
約
金

額
に
つ
い
て
は
、
受
託
事
業
で
は

一
億
五
千
八
百
十
七
万
九
千
円
で

前
年
度
よ
り
五
百
九
十
万
円
ほ
ど

の
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
派
遣

事
業
で
七
百
万
円
ほ
ど
の
増
と

な
っ
た
た
め
、
総
額
で
は
前
年
同

様
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▲　特殊詐欺講座を同時開催

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告

普
及
啓
発
事
業

○
海
津
市
報
に
有
料
広
告
を
六
回

掲
載

○
広
報
誌
「
い
き
が
い
」
第
十
四

号
を
発
行
し
、
市
内
全
戸
に
配

布
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

○
市
内
公
共
施
設
へ
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示

○
海
津
市
産
業
感
謝
祭
で
ブ
ー
ス

を
設
置
し
普
及
啓
発

受
託
事
業

○
受
託
件
数
　
一
・
０
％
の
増

○
契
約
金
額
　
三
・
六
％
の
増

安
全
対
策
事
業

○
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
四

回
開
催

○
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
二
回
実
施

○
草
刈
安
全
技
術
講
習
会
を
平
田

総
合
福
祉
会
館
（
や
す
ら
ぎ
会

館
）
で
開
催

調
査
研
究

○
発
注
者
と
会
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

（
発
注
者
）
　

　
・
仕
事
の
出
来
栄
え

　
　
満
足
　
　
　
六
十
九
・
〇
％

　
　
や
や
満
足
　
　
十
五
・
〇
％

　
・
就
業
会
員
の
マ
ナ
ー

　
　
良
い
　
　
　
六
十
八
・
四
％

　
・
今
後
も
利
用
し
た
い
と
思
う

　
　
思
う
　
　
　
九
十
七
・
三
％

　（
会
員
）

　
・
就
業
し
て
の
感
想

　
　
気
に
入
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
・
六
％

　
　
や
り
が
い
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
・
〇
％

　
　
や
り
た
か
っ
た
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
・
四
％

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

○
よ
り
多
く
の
会
員
が
就
業
機
会

の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

新
規
事
業
の
開
拓
及
び
就
業
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
　
就
業
率
　
　
〇
・
三
％
の
減

相
談
・
情
報
提
供

○
各
地
区
で
四
回
ず
つ
、
入
会
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
・
平
田
地
区
　
や
す
ら
ぎ
会
館

　
・
海
津
地
区
　
ひ
ま
わ
り

　
・
南
濃
地
区
　
ゆ
と
り
の
森

社
会
参
加
活
動

○
三
月
二
十
日
　
羽
根
谷
だ
ん
だ

ん
公
園
で
、
清
掃
奉
仕
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
参
加
者
二
十
七
名
。

研
修
・
講
習
事
業

○
女
性
部
活
動
や
独
自
事
業
の
先

進
地
で
役
員
研
修

・
三
月
八
日
　
（
公
社
）
岡
崎
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
三
月
二
十
二
日
　
海
津
市
と
合

同
で
放
課
後
児
童
支
援
員
会
議

を
開
催

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

○
受
注
件
数
　
九
件
（
二
件
増
）

○
派
遣
延
人
員
数
　
三
千
二
百
一

人
日
（
一
千
三
十
六
人
日
増
）

要
請
活
動

○
九
月
五
日
　
松
永
海
津
市
長
様

と
森
海
津
市
議
会
議
長
様
に
支

援
（
補
助
）
を
要
望

会
員
の
拡
大
等

○
総
務
企
画
委
員
会
を
四
回
開
催

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
等

○
理
事
会
　
九
回
開
催

○
会
計
監
査

・
四
月
二
十
四
日

　
平
成
二
十
八
年
度
会
計
の
監
査

・
十
一
月
八
日

　
平
成
二
十
九
年
度
会
計
の
中
間

監
査

平成30年度定時社員総会
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○
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％
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％
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の
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・
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四
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会
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ま
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と
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参
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○
三
月
二
十
日
　
羽
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だ
ん
だ

ん
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で
、
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掃
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活
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ま
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。

　
　
　
　
　
　
参
加
者
二
十
七
名
。

研
修
・
講
習
事
業

○
女
性
部
活
動
や
独
自
事
業
の
先

進
地
で
役
員
研
修

・
三
月
八
日
　
（
公
社
）
岡
崎
市

シ
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バ
ー
人
材
セ
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タ
ー

○
三
月
二
十
二
日
　
海
津
市
と
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課
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児
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支
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催

シ
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バ
ー
派
遣
事
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○
受
注
件
数
　
九
件
（
二
件
増
）

○
派
遣
延
人
員
数
　
三
千
二
百
一

　総会の席上、菱田理事長から、
役員を３期以上務められた１名に
感謝状が贈呈され、また１５年以
上在籍等された１６名の会員に表
彰状が授与されました。
　
〈役員表彰〉
　松岡　道秋さん（野寺）
　
〈会員表彰〉
　山岸　　博さん（奥条）
　中島　則夫さん（羽沢）
　寺倉　光明さん（津屋）
　川瀬　幸雄さん（津屋）
　千種　澄雄さん（羽沢）
　涌田　尹久子さん（駒野）
　平野　きぬゑさん（田鶴）
　神保　百合子さん（上野河戸）
　金森　春子さん（津屋）
　岡田　光代さん（奥条）
　小林　良治さん（駒野）
　伊藤　栄俊さん（福岡）
　佐野　里子さん（平原）
　大畑　マサ子さん（福江）
　近藤　善博さん（者結）
　大橋　君子さん（須賀）

松岡さんら
１７名を表彰

▲　会員表彰　寺倉光明さん

人
日
（
一
千
三
十
六
人
日
増
）

要
請
活
動

○
九
月
五
日
　
松
永
海
津
市
長
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海
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市
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議
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望

会
員
の
拡
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総
務
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画
委
員
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四
回
開
催

ポ
イ
ン
ト
カ
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ド
に
つ
い
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協

議
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
等

○
理
事
会
　
九
回
開
催

○
会
計
監
査

・
四
月
二
十
四
日

　
平
成
二
十
八
年
度
会
計
の
監
査

・
十
一
月
八
日

　
平
成
二
十
九
年
度
会
計
の
中
間

監
査
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。
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松
永
清
彦

様
、
海
津
市
議
会
議
長
飯
田
洋
様
、

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
浅
野

壽
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
菱
田
司
朗
氏
（
福
一

色
）
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に
入

り
、
提
案
の
四
議
案
の
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
海
津
警
察
署
生
活
安

全
課
の
上
田
輝
俊
係
長
さ
ん
に
よ

る
、
架
空
請
求
詐
欺
の
D
V
D
視

聴
と
、
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
　

審
議
事
項

　
第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
九
年

度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い

て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
九
年

度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て

　
第
三
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
第
四
号
議
案
　
理
事
長
に
対
す

る
権
限
委
任
に
つ
い
て

○
　

報
告
事
項

　
報
告
第
一
号
　
平
成
二
十
九
年

度
収
支
補
正
予
算
（
第
二
回

〜
第
五
回
）
に
つ
い
て

　
報
告
第
二
号
　
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
報
告
第
三
号
　
平
成
三
十
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て

　
報
告
第
四
号
　
平
成
三
十
年
度

収
支
補
正
予
算
（
第
一
回
）

に
つ
い
て

　
平
成
二
十
九
年
度
の
会
員
数
は

三
百
九
十
二
名
で
、
二
十
名
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
契
約
金

額
に
つ
い
て
は
、
受
託
事
業
で
は

一
億
五
千
八
百
十
七
万
九
千
円
で

前
年
度
よ
り
五
百
九
十
万
円
ほ
ど

の
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
派
遣

事
業
で
七
百
万
円
ほ
ど
の
増
と

な
っ
た
た
め
、
総
額
で
は
前
年
同

様
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●第15号　いきがい　4

普
及
啓
発
事
業

○
海
津
市
報
に
有
料
広
告
を
六
回

掲
載

○
広
報
誌
「
い
き
が
い
」
第
十
四

号
を
発
行
し
、
市
内
全
戸
に
配

布
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

○
市
内
公
共
施
設
へ
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示

○
海
津
市
産
業
感
謝
祭
で
ブ
ー
ス

を
設
置
し
普
及
啓
発

受
託
事
業

○
受
託
件
数
　
一
・
０
％
の
増

○
契
約
金
額
　
三
・
六
％
の
増

安
全
対
策
事
業

○
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
四

回
開
催

○
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
二
回
実
施

○
草
刈
安
全
技
術
講
習
会
を
平
田

総
合
福
祉
会
館
（
や
す
ら
ぎ
会

館
）
で
開
催

調
査
研
究

○
発
注
者
と
会
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

（
発
注
者
）
　

　
・
仕
事
の
出
来
栄
え

　
　
満
足
　
　
　
六
十
九
・
〇
％

　
　
や
や
満
足
　
　
十
五
・
〇
％

　
・
就
業
会
員
の
マ
ナ
ー

　
　
良
い
　
　
　
六
十
八
・
四
％

　
・
今
後
も
利
用
し
た
い
と
思
う

　
　
思
う
　
　
　
九
十
七
・
三
％

　（
会
員
）

　
・
就
業
し
て
の
感
想

　
　
気
に
入
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
・
六
％

　
　
や
り
が
い
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
・
〇
％

　
　
や
り
た
か
っ
た
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
・
四
％

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

○
よ
り
多
く
の
会
員
が
就
業
機
会

の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

新
規
事
業
の
開
拓
及
び
就
業
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
　
就
業
率
　
　
〇
・
三
％
の
減

相
談
・
情
報
提
供

○
各
地
区
で
四
回
ず
つ
、
入
会
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
・
平
田
地
区
　
や
す
ら
ぎ
会
館

　
・
海
津
地
区
　
ひ
ま
わ
り

　
・
南
濃
地
区
　
ゆ
と
り
の
森

社
会
参
加
活
動

○
三
月
二
十
日
　
羽
根
谷
だ
ん
だ

ん
公
園
で
、
清
掃
奉
仕
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
参
加
者
二
十
七
名
。

研
修
・
講
習
事
業

○
女
性
部
活
動
や
独
自
事
業
の
先

進
地
で
役
員
研
修

・
三
月
八
日
　
（
公
社
）
岡
崎
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
三
月
二
十
二
日
　
海
津
市
と
合

同
で
放
課
後
児
童
支
援
員
会
議

を
開
催

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

○
受
注
件
数
　
九
件
（
二
件
増
）

○
派
遣
延
人
員
数
　
三
千
二
百
一

▲　発注者と会員に対する
　　アンケート調査を実施

▲　草刈安全技術講習会を開催
　　（やすらぎ会館）

▲　安全・適正就業委員会の
　　巡回パトロールを実施

人
日
（
一
千
三
十
六
人
日
増
）

要
請
活
動

○
九
月
五
日
　
松
永
海
津
市
長
様

と
森
海
津
市
議
会
議
長
様
に
支

援
（
補
助
）
を
要
望

会
員
の
拡
大
等

○
総
務
企
画
委
員
会
を
四
回
開
催

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
等

○
理
事
会
　
九
回
開
催

○
会
計
監
査

・
四
月
二
十
四
日

　
平
成
二
十
八
年
度
会
計
の
監
査

・
十
一
月
八
日

　
平
成
二
十
九
年
度
会
計
の
中
間

監
査

▲　海津市産業感謝祭において
　　ＰＲコーナーを設置

▲　社会参加活動　羽根谷だんだん公園で清掃奉仕活動に参加



　
平
成
三
十
年
度
定
時
社
員
総
会

を
、
五
月
二
十
八
日
（
月
）
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
海
津
市
海
津
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
二
百
十
六
名
（
委
任

状
を
含
む
）
の
方
の
出
席
で
し
た
。

　
来
賓
に
、
海
津
市
長
松
永
清
彦

様
、
海
津
市
議
会
議
長
飯
田
洋
様
、

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
浅
野

壽
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
菱
田
司
朗
氏
（
福
一

色
）
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に
入

り
、
提
案
の
四
議
案
の
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
海
津
警
察
署
生
活
安

全
課
の
上
田
輝
俊
係
長
さ
ん
に
よ

る
、
架
空
請
求
詐
欺
の
D
V
D
視

聴
と
、
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
　

審
議
事
項

　
第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
九
年

度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い

て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
九
年

度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て

　
第
三
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
第
四
号
議
案
　
理
事
長
に
対
す

る
権
限
委
任
に
つ
い
て

○
　

報
告
事
項

　
報
告
第
一
号
　
平
成
二
十
九
年

度
収
支
補
正
予
算
（
第
二
回

〜
第
五
回
）
に
つ
い
て

　
報
告
第
二
号
　
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
報
告
第
三
号
　
平
成
三
十
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て

　
報
告
第
四
号
　
平
成
三
十
年
度

収
支
補
正
予
算
（
第
一
回
）

に
つ
い
て

　
平
成
二
十
九
年
度
の
会
員
数
は

三
百
九
十
二
名
で
、
二
十
名
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
契
約
金

額
に
つ
い
て
は
、
受
託
事
業
で
は

一
億
五
千
八
百
十
七
万
九
千
円
で

前
年
度
よ
り
五
百
九
十
万
円
ほ
ど

の
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
派
遣

事
業
で
七
百
万
円
ほ
ど
の
増
と

な
っ
た
た
め
、
総
額
で
は
前
年
同

様
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●5　いきがい　第15号

普
及
啓
発
事
業

○
海
津
市
報
に
有
料
広
告
を
六
回

掲
載

○
広
報
誌
「
い
き
が
い
」
第
十
四

号
を
発
行
し
、
市
内
全
戸
に
配

布
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

○
市
内
公
共
施
設
へ
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示

○
海
津
市
産
業
感
謝
祭
で
ブ
ー
ス

を
設
置
し
普
及
啓
発

受
託
事
業

○
受
託
件
数
　
一
・
０
％
の
増

○
契
約
金
額
　
三
・
六
％
の
増

安
全
対
策
事
業

○
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
四

回
開
催

○
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
二
回
実
施

○
草
刈
安
全
技
術
講
習
会
を
平
田

総
合
福
祉
会
館
（
や
す
ら
ぎ
会

館
）
で
開
催

調
査
研
究

○
発
注
者
と
会
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

（
発
注
者
）
　

　
・
仕
事
の
出
来
栄
え

　
　
満
足
　
　
　
六
十
九
・
〇
％

　
　
や
や
満
足
　
　
十
五
・
〇
％

　
・
就
業
会
員
の
マ
ナ
ー

　
　
良
い
　
　
　
六
十
八
・
四
％

　
・
今
後
も
利
用
し
た
い
と
思
う

　
　
思
う
　
　
　
九
十
七
・
三
％

　（
会
員
）

　
・
就
業
し
て
の
感
想

　
　
気
に
入
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
・
六
％

　
　
や
り
が
い
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
・
〇
％

　
　
や
り
た
か
っ
た
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
・
四
％

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

○
よ
り
多
く
の
会
員
が
就
業
機
会

の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

新
規
事
業
の
開
拓
及
び
就
業
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
　
就
業
率
　
　
〇
・
三
％
の
減

相
談
・
情
報
提
供

○
各
地
区
で
四
回
ず
つ
、
入
会
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
・
平
田
地
区
　
や
す
ら
ぎ
会
館

　
・
海
津
地
区
　
ひ
ま
わ
り

　
・
南
濃
地
区
　
ゆ
と
り
の
森

社
会
参
加
活
動

○
三
月
二
十
日
　
羽
根
谷
だ
ん
だ

ん
公
園
で
、
清
掃
奉
仕
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
参
加
者
二
十
七
名
。

研
修
・
講
習
事
業

○
女
性
部
活
動
や
独
自
事
業
の
先

進
地
で
役
員
研
修

・
三
月
八
日
　
（
公
社
）
岡
崎
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
三
月
二
十
二
日
　
海
津
市
と
合

同
で
放
課
後
児
童
支
援
員
会
議

を
開
催

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

○
受
注
件
数
　
九
件
（
二
件
増
）

○
派
遣
延
人
員
数
　
三
千
二
百
一

区　分

男　性

女　性

計

増　減

公　共

民　間

計

増　減

公　共

民　間

計

増　減

226人

166人

392人

△ 20人

68件

1,180件

1,248件

△ 13件

89.3％

△ 0.3％

就業率

前年比

89.6％

－

93,000,052円

65,178,642円

158,178,694円

△ 5,882,233円

241人

171人

412人

－

79件

1,182件

1,261件

－

98,668,659円

65,392,268円

164,060,927円

－

平成29年度 平成28年度

会
員
数

受
注
件
数

契
約
金
額

事 業 実 績 の 概 要

▲　役員研修　（公社）岡崎市シルバー人材センターにおいて

▲　理事会風景

人
日
（
一
千
三
十
六
人
日
増
）

要
請
活
動

○
九
月
五
日
　
松
永
海
津
市
長
様

と
森
海
津
市
議
会
議
長
様
に
支

援
（
補
助
）
を
要
望

会
員
の
拡
大
等

○
総
務
企
画
委
員
会
を
四
回
開
催

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

平成２９年度の収支決算

経常収益　　193,311,365円
経常費用　　195,572,248円
　　となり、2,260,883円の赤字でした。
　　また、正味財産期末残高は、
　　32,772,558円となりました。

会
議
等

○
理
事
会
　
九
回
開
催

○
会
計
監
査

・
四
月
二
十
四
日

　
平
成
二
十
八
年
度
会
計
の
監
査

・
十
一
月
八
日

　
平
成
二
十
九
年
度
会
計
の
中
間

監
査



●第15号　いきがい　6

６０歳以上の元気なあなた　生きがいを感じませんか？

会員募集中！！

　シルバー人材センターは、高齢者の
雇用の安定等を図るため、法律に基づ
いて設けられている公益的な団体で、
原則６０歳以上の高齢者に就業の機会
を提供して、その生活の充実化を図る
とともに、地域社会の活性化をめざし
ています。

市内に居住する原則として６０歳以上で、センターの趣旨に賛同され、健康で働く意
欲のある方なら、どなたでも入会できます。

入会するには

入会申込書を提出して、理事長の承認を得ると会員になれます。
入会手続き

年　２，０００円　　会員互助会　年５００円
会　　費

センターが、企業や団体等から請負契約等で受注して、会員の皆さんに就業依頼をし
ます。仕事は「臨時的・短期的・簡易的な業務」に限られており、就業や収入の保障
はできません。

仕事をするには

就業していただいた仕事の種類や量に応じ
て、配分金をお支払いします。

配　分　金

就業中に事故にあった場合は、傷害保険に
よる保証が受けられます。

会員傷害保険

毎月第２火曜日　１０：００～１１：００
（くわしくは、海津市シルバー人材センター事務局　☎６５－０４６８まで）

入会説明会
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　日頃より、海津市シルバー人材センターに対し、ご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　このたび、菱田前理事長より職を引き継ぎました服部でございます。当センターでは、会
員の皆様方が永年培われてこられました豊富な知識や経験等をもとに、私を始め役職員一同
一生懸命努力を重ねてまいる所存でございますので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い
申し上げます。
　しかしながら、６５歳以上の継続雇用が義務化されたことなどにより、企業内に留まられ
ることから、６０歳台前半の会員の獲得が困難な時代となり、シルバー人材センター事業の
展開の大きな課題となっています。
　このような状況の中ではありますが、当センターでは、公益社団法人としてその名に相応
しい社会的信用の保持、公益性に配慮した運営に努め、地域で信頼されるセンターとなれる
よう活動を展開してまいります。

　最後に、シルバー人材センター事業の基本理
念の「自主・自立、共働・共助」の精神を忘れ
ず、また、安全就業に努めてまいる所存でござ
いますので、前任者同様変わらぬご厚情をお願
い申し上げ就任のご挨拶とさせていただきます。

理事長就任あいさつ

理事長　　服部　尚美

● 

理
事
長

　
　
服
部
　
尚
美
（
平
田
町
今
尾
）

● 

副
理
事
長

　
　
菱
田
　
司
朗
（
海
津
町
福
一
色
）

● 

理
　
事

　
　
石
原
　
義
雄
（
養
老
町
大
巻
）

　
　
貝
沼
　
亮
子
（
平
田
町
仏
師
川
）

　
　
吉
村
　
善
彦
（
海
津
町
立
野
）

　
　
安
藤
美
喜
子
（
海
津
町
石
亀
）

　
　
中
島
千
寿
子
（
海
津
町
松
木
）

　
　
伊
藤
　
芳
孝
（
南
濃
町
駒
野
新
田
）

　
　
寺
倉
　
光
明
（
南
濃
町
津
屋
）
　

　
　
池
田
千
恵
子
（
南
濃
町
松
山
）

　
　
後
藤
　
光
義
（
平
田
町
今
尾
）

　
　
松
岡
　
道
秋
（
平
田
町
野
寺
）

　
　
西
脇
　
邦
夫
（
平
田
町
蛇
池
）

　
　
田
中
　
邦
男
（
南
濃
町
境
）

　
　
牧
野
　
光
子
（
平
田
町
三
郷
）

● 

監
　
事

　
　
岡
本
　
敏
孝
（
平
田
町
脇
野
）

　
　
森
　
　
　
昇
（
海
津
町
帆
引
新
田
）

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

新
し
い
役
員
（
任
期
二
年
）
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入会された３０年度賛助会員入会された３０年度賛助会員
８月１５日現在　順不同　敬称略

㈲福江営農
あいおいサポート㈱
永田印刷㈾
ナイス㈱名古屋工務所
ムネカタインダストリアルマシナリー㈱
大橋ヤンマー産業㈱
㈱ジュニアーロジックス
中日本氷糖㈱南濃工場
㈱大垣共立銀行海津支店
㈲オレンジ・トータルケア
㈱サンフレッシュ海津
ジョイトーカイ㈱
㈱日本環境管理センター

　
会
員
の
皆
様
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
等
を
存

分
に
発
揮
さ
れ
、
高
齢
者
の
方
々
の
就
労
の
場

と
い
う
だ
け
で
な
く
社
会
参
加
の
場
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
が
元
気
で
働
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流

が
生
ま
れ
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
、
活
性
化

に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
〜
　
く
じ
け
な
い
で
　
〜

　　
ね
え　
不
幸
だ
な
ん
て
、

　
溜
息
を
つ
か
な
い
で

　
陽
射
し
や
、
そ
よ
風
は

　
え
こ
ひ
い
き
し
な
い

　
夢
は
平
等
に
見
ら
れ
る
よ

　
私
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、

　
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た

　
あ
な
た
も　
く
じ
け
ず
に

　

（
柴
田
ト
ヨ
詩
集
よ
り
）

　
皆
様
へ

　
　
会
員
が
心
を
込
め
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。
お

仕
事
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
六
五―

〇
四
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　
六
六―

五
一
五
一

　

広
報
発
行
編
集
委
員
長
　
　
森
　
　
昇

あ
と
が
き

▲　互助会の親睦研修　『キリンビール滋賀工場と
　琵琶湖ホテル「ランチバイキング」』　３４名参加

▲　互助会の会員親睦食事会（海津温泉）　２７名参加

会 員 数

海津地区 １０４人 平田地区 ８３人 南濃地区 １７８人

男性　２１３人 女性　１５２人
３６５人８月１日現在


